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 鉄道輸送力の増強、 公共交通の整備促進を はじ め、 本協議会の活動につき ま

し て、 平素から ご理解、 ご協力を 賜り 、 厚く お礼申し 上げま す。  

本市では、 横浜線及び相模線が運行さ れており 、 市民７ ２ 万人の通勤・ 通学

を はじ めと し た生活交通と し て、 重要な路線と なっ ており 、 貴社におかれま し

ては、 市民の生活を 支える 公共交通と し て、 輸送計画の改善など によ り 、 市民

の利便性の向上が図ら れている こ と につき ま し て、 深く 感謝申し 上げま す。   

こ れま でも 輸送力増強や利便性の向上等にご 尽力いただいている と こ ろでご

ざいま すが、 市民から は、 通勤・ 通学時間帯の運転本数や乗入れ本数の増加な

ど のご 意見を 数多く いただいており 、 鉄道輸送力の一層の増強が求めら れてお

り ま す。  

加えて、 リ ニア中央新幹線の神奈川県駅( 仮称) が設置さ れる 橋本駅周辺では、

開業に向けた取組が着実に進めら れており 、 相模線の果たす役割や複線化への

期待は、 ま すま す大き なも のと なっ ており ま す。  

 ま た、 働き 方など のラ イ フ ス タ イ ルが変化し 、 鉄道利用者のニーズは多様化

し ている こ と に加えて、 今後も 懸念さ れる 大規模な地震や風水害への対応など 、

鉄道を 取り 巻く 環境は厳し い状況にあり ま すが、 今後も 鉄道の安全輸送・ 安定

経営を 確保し ていく ためには、 鉄道事業者と 行政が鉄道の利便性向上と 沿線の

ま ちづく り を 一体と なっ て進め、 と も に発展し ていく こ と が必要である と 考え

ており ま す。  

 こ のよ う な事情を ご 賢察いただき 、 次頁から の要望事項につき ま し て、 ご 高

配を 賜り ま すよ う 要望いたし ま す。  

ま た、 鉄道利用者の安全や鉄道の安定輸送を 確保する ため、 高齢者、 障害者

に配慮し た駅施設の整備やバリ アフ リ ーに関する ソ フ ト 施策の推進等、 よ り 一

層のご尽力を 賜り ま すよ う お願い申し 上げま す。  

 

令和７ 年２ 月３ 日 

 

相模原市公共交通整備促進協議会 

会 長 相模原市長 本村 賢太郎 



要望事項一覧 

 

１  横浜線・ 相模線共通事項 

（ １ ） 駅施設の整備等・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １  

  ア Ａ Ｅ Ｄ の設置（ 継続）  

   

（ ２ ） その他・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １  

  ア 身体障害者手帳・ 療育手帳交付済「 証明書」 によ る 運賃割引の適用（ 継続)  

   

２  横浜線 

（ １ ） 輸送計画の改善・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ２  

  ア 運転本数の増加及び車両の増結（ 継続）  

  イ  根岸線への乗入れ本数の増加（ 継続）  

  

（ ２ ） 停車要望・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ２  

  ア 快速電車の淵野辺駅への停車（ 継続）  

 

（ ３ ） その他・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ２  

  ア 女性専用車両の導入（ 一部変更）  

 

３  相模線 

（ １ ） 線増計画・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ３  

  ア 複線化の早期実現（ 継続）  

 

（ ２ ） 輸送計画の改善・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ３  

  ア 横浜線への乗入れの再開（ 継続）  

 

（ ３ ） 駅施設の整備等・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ４  

  ア 相武台下駅へのエレ ベータ ー設置（ 継続）  

  イ  待合い環境の整備・ 充実（ 継続）  

   

（ ４ ） その他・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ４  

   ア  無人駅の乗車人員の公表（ 継続）  
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１  横浜線・ 相模線共通事項 

（ １ ） 駅施設の整備等 

ア  Ａ Ｅ Ｄ の設置（ 継続）  

一般財団法人日本救急医療財団が作成し た「 Ａ Ｅ Ｄ の適正配置に関する ガ

イ ド ラ イ ン 」 では、 １ 日の平均乗降数が 10,000 人以上の駅では設置が望ま し

いと さ れていま すので、 矢部駅、 古淵駅及び上溝駅への早期設置を 要望し ま

す。 ま た、 相模線市内駅への救急出動件数が増加し ており 、 そのう ち心肺停

止状態で搬送さ れた案件も 発生し ていま すので、 10,000 人未満駅についても

更なる 設置の推進を 要望いたし ま す。  

 

（ ２ ） その他 

ア  身体障害者手帳・ 療育手帳交付済「 証明書」 によ る 運賃割引の適用（ 継続） 

本市では、 障害者が手帳を 紛失し た際、 再発行ま での間、 手帳交付者であ

る こ と を 証明する 「 証明書」 を 発行し ており ま すが、 現在、 運賃割引の適用

条件は、 身体障害者手帳又は療育手帳原本、 障害者手帳ア プリ 「 ミ ラ イ ロ Ｉ

Ｄ 」 の呈示と さ れており 、 市が発行する 身体障害者手帳・ 療育手帳交付済の

「 証明書」 は対象と なっ ており ま せん。 ま た、「 ミ ラ イ ロ Ｉ Ｄ 」 は視覚障害等

によ り 、 ス マート フ ォ ン の使用が難し い場合があ る ほか、 未だ普及率が低い

状況と なっ ており ま す。  

つき ま し ては、 障害者が手帳紛失時でも 安心し て公共交通機関が利用でき

る よ う 、 手帳交付済「 証明書」 の呈示の際も 、 運賃割引を 適用し ていただき

ま すよ う 要望いたし ま す。  
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２  横浜線 

（ １ ） 輸送計画の改善 

ア  運転本数の増加及び車両の増結（ 継続）  

ダイ ヤ改正のたびに、 輸送計画の改善に努めていただいている と こ ろ であ

り ま すが、利用者の更なる 利便性の向上と 輸送力の増強及び混雑緩和のため、

朝夕の通勤・ 通学時間帯を 中心と し た運転本数の増加や車両の増結等に向け

た取組みを 推進さ れま すよ う 要望いたし ま す。  

ま た、 快速電車につき ま し ては、 こ れま でデータ イ ム を 中心に運転本数の

増加が図ら れており ま すが、 普通電車の更なる 混雑緩和と 利用者の利便性の

向上を 図る ため、 朝夕の通勤・ 通学時間帯ま で運転時間を 拡大さ れる よ う 要

望いたし ま す。  

 

イ  根岸線への乗入れ本数の増加（ 継続）  

近年、 ダイ ヤ改正が行われる たびに、 根岸線への乗入れ本数増加及び運転

区間の延伸がなさ れたと こ ろ ですが、 利用者の更なる 利便性向上のため、 朝

夕の通勤時間帯及び夜間の乗入れ電車を 更に増加さ れま すよ う 要望いたし ま

す。  

 

（ ２ ） 停車要望 

ア  快速電車の淵野辺駅への停車（ 継続）  

淵野辺駅周辺地域につき ま し ては、 青山学院大学相模原キャ ン パス や、 桜

美林大学プラ ネッ ト 淵野辺キ ャ ン パス 等が立地し 、駅利用者も 多いこ と から 、

淵野辺駅に快速電車を 停車さ れま すよ う 要望いたし ま す。  

 

（ ３ ） その他 

ア  女性専用車両の導入（ 一部変更）  

首都圏の各線において進めら れており ま す女性専用車両の導入につき ま し

ては、 女性が安心し て乗車ができ る よ う になる など 、 女性の視点から 見た交

通サービ ス の向上に繋がる 方策の一つと なっ ており ま す。  

ま た、 国が取り ま と めた「 痴漢撲滅に向けた政策パッ ケ ージ」 において位

置付けら れた施策に取り 組ま れている と こ ろ ではご ざいま すが、「 女性専用車

両の導入等」 についても 、 痴漢を 防ぐ 取組と し て位置付けら れており ま すの

で、 横浜線においても 、 女性専用車両の導入を 積極的に取り 組んでいただき

ま すよ う 要望いたし ま す。  
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３  相模線 

（ １ ） 線増計画 

ア  複線化の早期実現（ 継続）  

相模線は、 神奈川県の中央部を 南北に縦断する 都市圏の公共交通と し て、

ま た全国と の交流連携の窓口と なる 南のゲート （ 東海道新幹線新駅） と 北の

ゲート （ リ ニア中央新幹線神奈川県駅（ 仮称）） を 結ぶ重要な役割を 担っ てお

り ま すが、 単線のため、 列車の行違いの待ち時間等によ り 表定速度が低く 、

運行本数も 少ないなど 、 周辺の鉄道と 比較し て十分な輸送サービ ス が確保さ

れておら ず、 利用者から は改善が強く 望ま れており ま す。  

こ のよ う な中、 県と ５ 市町(茅ヶ 崎市、 相模原市、 海老名市、 座間市、 寒川

町)の各首長及び５ 経済団体(相模原商工会議所、茅ヶ 崎商工会議所、海老名商

工会議所、 座間市商工会、 寒川商工会)の各代表で構成さ れる 相模線複線化等

促進期成同盟会において策定し た「 新たな相模線交通改善プロ グ ラ ム 」 に基

づき 、 駅周辺のま ちづく り によ る 人口集積を はじ め、 駅ア ク セス の改善や駅

施設の利便性向上等の施策に取り 組んでいる と こ ろ でご ざいま す。  

ま た、 リ ニア 中央新幹線の開業を 見据えた整備等が着実に進展する 中、 相

模線の輸送力増強や速達性向上等、 輸送サービ ス の改善が課題である ため、

信号保安設備の改修や行違い施設の整備、部分複線化等の段階的整備を 図り 、

沿線住民の切なる 願いであ る 、 相模線全線複線化の早期実現に向けた取組を

推進さ れま すよ う 要望いたし ま す。  

 

（ ２ ） 輸送計画の改善 

ア  横浜線への乗入れの再開（ 継続）  

令和４ 年３ 月ダイ ヤ改正において、 横浜線への乗入れが取り 止めと なっ た

こ と によ り 、 橋本駅のコ ン コ ース 上が乗換客と 降車客の混在によ っ て、 大変

混雑する 状況と なっ ており ま す。 通勤・ 通学者等の利便性向上のため、 朝夕

の通勤・ 通学時間帯の横浜線への乗入れを 再開さ れる よ う 要望いたし ま す。  



- 4 - 

（ ３ ） 駅施設の整備等 

ア  相武台下駅へのエレ ベータ ー設置（ 継続）  

相武台下駅につき ま し ては、 エレ ベータ ーが未整備であ り 、 改札から ホ ー

ム ま で階段を 利用し なければなら ず、 高齢者や障害者等に大き な負担と なっ

ており 、 地域から はエレ ベータ ーの設置を 求める 声が寄せら れており ま す。  

国の「 移動円滑化の促進に関する 基本方針」 では、「 利用者数が 3,000 人未

満等の駅についても 、 利用者数のみなら ず、 高齢者、 障害者等の利用の実態

等に鑑み、 地域の実情を 踏ま え、 可能な限り 実施する 」 と さ れている こ と か

ら 、 高齢者や障害者等が安全かつ快適に利用する ため、 エレ ベータ ー設置に

よ る 段差解消を はじ めと し た移動等円滑化を 実施し ていただき ま すよ う 要望

いたし ま す。  

 

イ  待合い環境の整備・ 充実（ 継続）  

運転間隔が３ ０ 分を 超える 時間帯があ り ま すが、 橋本駅を 除き ホーム 上に

待合室がなく 、 待合い環境の改善を 求める 声が寄せら れており ま す。 ま た、

ホ ーム 上に設置さ れている 屋根延長も 短いため、 雨天時等にはホ ーム 上が混

雑する 状況と なっ ており ま す。 利用者の利便性向上のため、 ホーム 上への待

合室設置やホーム 屋根の延長増設に取り 組ま れる よ う 要望いたし ま す。  

 

 

（ ４ ） その他 

ア  無人駅の乗車人員の公表（ 継続）  

国の「 移動等円滑化の促進に関する 基本方針」 では、 駅乗車人員数が、 駅

における 段差の解消や転落防止設備の整備等の移動等円滑化を 実施する 際の

目安と なっ ており 、 番田駅、 下溝駅及び相武台下駅の乗車人員が平成 28 年度

から 公表さ れなく なっ たこ と によ り 、 バリ ア フ リ ー施策やま ちづく り 等に支

障を き たし ており ま す。 そのため、 無人駅の乗車人員を 公表さ れま すよ う 要

望いたし ま す。  


